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組合：５期連続で最高益である。それは社員の苦労が何よりもの源である。夏

よりも下げた回答など到底納得できない。持ち帰り検討するが、再申し

入れとなると考える。

本部は、「回答」を不満として持ち帰り検討の結果、
再申し入れを行います。

2016年度年末手当の会社回答
１．支払い月数は、３．０ヶ月分とする

（基礎額は11月１日現在の基準内賃金、補償措置額)

２．支給日は、１２月９日以降準備でき次第とする

2016年度年末手当の支給に関する第３回団体交渉

年末手当3.0ヶ月回答不満！
業績の反映・社員の努力にしっかりと応えるべきだ！
本部は11月２日、2016年度年末手当第３回団体交渉を開催した。会社は回答にあ

たって、「社員の努力が堅調な業績の下支えもあり、第２四半期の運輸収入が対前年

比で101.1％となり、通期における業績も上方修正した。今後中央新幹線の建設をは

じめ各種施策を着実に進めるにあたり経営体力を一層強化することが課題だ。今春

は３年連続となるベースアップも実施した。賃金をはじめとする当社の労働条件は、

世の中の相場と比較して既に高い水準となっている。様々な状況を総合的に勘案し

て、今年度の年末手当は3.0ヶ月分支給することとした」と発言した。

本部は、組合要求3.5ヶ月をはるかに下回る支給月数であり、社員の労苦に全く応

えていない回答に対して、「大いに不満である」と強く表明し、再申し入れを行う。
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会社回答時発言


